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音声を聞くためにコンファレンスコールに
アクセスして下さい。

コンファレンス電話番号：0120-934-351

コンファレンスコード：1342 412 260#



トレーニング情報
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• トレーニング時間：90分～120分

• 参加者音声はトレーニング中ミュートにします。

• スクリーン表示や音声不具合はWebEx の
チャットパネルを使ってお知らせください。

• トレーニング終了後、音声をオープンにして
質問を受けます。

• ご使用の電話機を保留にしないでください。



リリース日

• 6.14.1リリースは北米時間 2011年12月3日（土）に行われました。
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トレーニング項目

• コントロールセンター（SynXis CRS）
• ホテル検索オプション追加

• 「3rd Party Tracking Code」の拡大

• データマネジメントページの更新

• Sabre GDSアメニティへのサポート

• 「Room Services」オプション 「Services」ページへ移動

• 「Communications」ページへの新フィールド追加

• 「Local Policies」

• 「Destinations」ページ利用方法の向上

• 「Guest Connect」テンプレート – “言語選択”設定箇所の変更
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トレーニング項目

• ゲストコネクト
• モバイルブッキングエンジン – トラッキングサポート

• 「States」と「Countries」 -他言語への翻訳

• ボイスエージェント

• CROへのメールテンプレート割り当て

• デスティネーションによる表示順並び替え

• ボイスエージェントメッセージ - キャンセルポリシーメッセージ
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トレーニング項目

• レポート＆分析
• HOD履歴レポート(HOD History) フィールド追加

• 到着＆出発レポート プロモーション名追加

• その他

• Google ダイレクトコネクトチャネルゲストコネクト未利用ホテルの表示変更

• API経由ダイレクトコネクト予約 特定Eメールテンプレート割り当て

• プロパティインテグレーションOpera シンクロ予約 グループ情報の保持
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コントロールセンター（SynXis CRS）
SynXis CRS 6.14.1 Release
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ホテル検索条件の追加
• 「ホテル検索」ページに新しい検索条件が追加されました。

System > Hotel Search

• 追加検索パラメータ:

• ロケーション (address, city, state and country)

• 有効 / 無効ホテル (Active or Inactive properties)

• GDS /IDS コード

Current Search Options

新検索パラメータ
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3rd Party Tracking Code
Setup > Channels > Booking Engine > Template Setup

• 「3rd party tracking code」の文字数制限がなくなり、無制限にコードを
作成することができます。

• 文字数無制限になるテンプレートステップ：
• Check availability

• Availability results

• Select packages

• Reservation results

• Modify reservation

• Customer information

• Confirmation 

• My profile

• この機能は全てのテンプレートタイプに摘要されます。
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新 Sabre GDSアメニティー
Setup > Data Management

• Sabre GDSホテルディスクリプション(HOD)に追加されるアメニティ項
目をサポートするために、コントロールセンターに新たに６つのフィール
ドが追加されました。

• ６つの新フィールド追加ページ：
• Meeting Rooms, Facilities and Location in the Data Management.

• 推奨: 新たに追加されたフィールドが個々のホテルに摘要する場合は
情報のアップデートをお勧めします。

• ＜注意事項＞これらのアメニティは、現在、Sabreへ手動でのローデ
ィングが必要です。情報をアップデートした際は、既存のHODアップデ
ート方法に従って下さい。
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新 Sabre GDSアメニティー

• “Free Wireless Internet Connectivity in all Meeting Rooms” が
「 Meeting Rooms」ページに追加されました。
Setup > Data Management > Meeting Rooms
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新 Sabre GDSアメニティー

• 4つのフィールドが「 Facilities」ページに追加されました。
Setup > Data Management > Facilities > General Facilities
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新 Sabre GDSアメニティー

• “Public Transportation adjacent to hotel” が「Location」ページに
追加されました。
Setup > Data Management > Location
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新 Room Services 
Setup > Data Management > Dining Options

• “Room Service”が「Dining Options」ページに追加されました。

• GDS/HCD ディストリビューションのデータ移行: 

o Data Management > Servicesで“Room Service”設定：「Dining Options」
ページの“Room Service”オプションでサービス対応時間を選択します。

o “Room Service”は、ダイレクトコネクトをサポートするためにData 

Management > Servicesページにも存在します。

Remember to click “SAVE”
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新フィールド / Communications Page 
Setup > Data Management > Communications

• 「Communications」ページのアップデートと使用方法変更
o “Fax” セクション：削除（HODとHCDで利用されなくなったため）

o “Phone” セクション： 「cost per minute」「over minutes」「maximum access 

charge」削除

o “Phone”セクション：無料 / 有料ドロップダウンの追加 (Available at a charge 

/ Complimentary to all)

リリース前

6.14.1リリース後、新ドロップダウン
メニュー追加
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新フィールド / Communications Page 
Setup > Data Management > Communications

• “Data Connections Available in Guest Room” 

削除された項目：# Rooms / Provider / “Other Data Connections” 全て

リリース前

6.14.1 リリース後、新ドロップダウン
メニュー追加
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新フィールド / Communications Page 
Setup > Data Management > Communications

• “Data Connection Available in Business Center”                       

削除項目：Provider / “Other Data Connections” フィールド全て

リリース前

6.14.1リリース後、新ドロップダウン
メニュー追加
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新フィールド / Communications Page 
Setup > Data Management > Communications

• “Data Connections Available Public Area”

削除項目：Provider / “Other Data Connections” フィールド全て

リリース前
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6.14.1リリース後、新ドロップダウン
メニュー追加



• フィールド名変更：
“No Kids Allowed”  “Adults Only Hotel/ No Kids Allowed”

•

ローカルポリシー
Setup > Property > Policies > Local Policies
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「Destinations｣アップデート

• リリース前までは、デスティネーションへ追加するホテルに関する
複数のオプションがひとつのページに表示されていました。
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「Destinations｣アップデート

• リリース前の設定：ホテルリスト / 距離（緯度・経度）

• 6.14.1リリース後：２つのオプションを分けて表示
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ゲストコネクトテンプレート –言語選択（リリース前）
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ステップ1 : 言語選択を
有効にする

ステップ 2 : ディフォルト“Empty 

Control” を “Language Selection”に
変更

• テンプレート上に言語選択ドロップダウンを表示させるためには
複数ステップが必要でした。

• “General Attributes”セクション：’Language Selection’を有効にする。

• Placeholder: Language Selection” > “Control Selection”の選択



ゲストコネクトテンプレート –言語選択（リリース後）

• 6.14.1 releaseリリース後は、新規ゲストコネクトテンプレート
作成時、 Control Selectionは”Language Selection”が
ディフォルト設定になります。

• これにより”General Attributes”セクションで「Allow Language 

Section」ボックスをチェックするだけで言語選択ドロップダウン
表示設定が完了します。

• この変更は、今後新たにテンプレートを作成する場合のみ
摘要されます。既存テンプレートには摘要されません。
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ゲストコネクトテンプレート –言語選択（リリース後）
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6.14.1 リリース後は「Control 

Selection 」のディフォルト設定が
“Language Selection” になります。

（新規ゲストコネクトテンプレート
作成時）



デモンストレーション
• ホテル検索オプション

• 「データマネジメント」アップデート

• デスティネーション

• ゲストコネクトテンプレート –言語選択
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ゲストコネクト
SynXis CRS 6.14.1 Release
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モバイルブッキングエンジン トラッキング

• 6.14.1リリース後、モバイルブッキングエンジンにトラッキング
サポートが追加されました。

- 3rd Partyトラッキング（Google Analytics またはOmunitureなど）

• 文字数制限： 4000文字

• サポートしている文字タイプ:

o Plain text

o URL encoded

o Java Script safe code
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「State」と「Countries」 - 他言語への翻訳

• 6.14.1 後、ゲストコネクトお客様情報ページに表示されている
「State」と「Countries」の他言語への翻訳が完了しました。
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ボイスエージェント
SynXis CRS 6.14.1 Release
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コールセンター（CRO)へのメールテンプレート割り当て

• 6.14.1以降、特定のチェーンレベルコンファメーション / キャンセル
EメールテンプレートをCRO毎に割り当てることができるように
なりました。

• 割り当てたテンプレートは、そのCROのディフォルトテンプレートとなり
特定CROでのコンファメーション / キャンセル時に配信されます。
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コールセンター（CRO)へのメールテンプレート割り当て

• CROにディフォルトテンプレート割り当て後は、ホテルレベルのディフォ
ルトテンプレートまたはレートディフォルトテンプレートが上書きされます。

• Control Center> Administration>Chain>CROs ページでコンファーム
/ キャンセル / 宿泊前後メールテンプレートの上書きが可能です。
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コールセンター（CRO)へのメールテンプレート割り当て

• The Voice Agent user will still be able to override the template 

being used.
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ボイスエージェントユーザーは
引き続きコンファメーション
スクリーンでテンプレートの
上書きができます。



デスティネーション順序の並び替え

• “Find Hotels” 画面検索結果に、新しいコラム“Destinations” が追加さ
れました。

• ボイスエージェントでのディフォルト順序はアルファベット順です。

• ユーザーはボイスエージェント内でディフォルト順序並び替えることが
できます。

•
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「キャンセルポリシーメッセージ」変更

• ボイスエージェントのメッセージ表示やアクションを簡素化するために
これらの機能が整理されました。

• 項目:

o 頻繁に表示される注意メッセージ(Warning Message) 修正

o ボイスエージェントユーザーが表示メッセージを理解したかどうかを確認するメ
ッセージ 言葉使いの変更

o ボイスエージェントユーザーが既に予約変更の権限があるにも関わらず権限許
可の資格情報を求めるリクエスト 修正
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Demonstration

• CROへのコンファメーションメールタイプ割り当て

• デスティネーション順の並び替え
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レポート＆統計
SynXis CRS 6.14.1 Release
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HOD履歴レポート フィールド追加
Track > Reports > Property > HOD History

• 「Method of payment（支払方法）」がHOD履歴レポートに表示される
ようになりました。 表示フィールドは以下のとおりです。
• Code

• Descriptions

• Guarantee

• For Deposit

• In Use

• Delete

37



HOD履歴レポート フィールド追加
Track > Reports > Property > HOD History

• GDS / IDSチャネルのルームディスクリプションがHOD履歴レポートに
表示されます。

• 表示フィールド:

• Room Name

• Short Description

• Long Description

• この追加フィールドは、ホテルが弊社データサービスチームへHOD

変更依頼を提出する前に情報を確認するために利用できます。

38



到着＆出発レポート – プロモーション名追加

• プロモーション名が「到着＆出発レポート」に追加されました。

• レポートへのナビゲーションは：
Track > Reports > Reservations > Arrivals and Departures 
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その他エンハンスメント
SynXis CRS 6.14.1 Release
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ダイレクトコネクト – Google 

• Googleダイレクトコネクトチャネルの空室状況表示変更
– ゲストコネクトを利用していないホテル

• リリース前  Googleでショッピング時、そのホテルがゲストコネクトを利用して

いる場合はゲストコネクトにリダイレクトされ予約を完了しますが、ゲストコネクト
を利用していないホテルの場合は、以下のエラーメッセージが表示されました。
“The specified hotel, destination, brand or chain was not found.” 

このエラーメッセージを表示させないようにするには、’Booking Engine’

チャネルをホテルにアサインが必要でした。

• しかしながら、実際の予約はブッキングエンジンではなく、Googleチャネルから
入ってくるため、6.14.1リリースでこの’Booking Enginge’チャネルアサイン要求
を取り除きました。

• このエンハンスメントに置けるホテル側でのアクションは必要ありません。

41



ダイレクトコネクト

• ダイレクトコネクトAPI経由予約に対する特定Eメールテンプレート

• 「Direct Connect API」を利用して予約を受け付けているホテルは、特定の
Eメールテンプレート指定が可能になりました。

• EメールテンプレートがXMLメッセージ内に表記されている際、システムは
予約時にそのテンプレートをゲストへのEメールに適応させます。

<WrittenConfInst>

<SupplementalData Name=“[EMAIL TEMPLATE NAMEJ”/>

</WittenConfInst>
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プロパティインテグレーション

• “Opera Reservation Synchronization”  ルームアップグレード情報の
保持
• リリース前  「OXI Reservation Synxhronization」を利用している場合、予
約メッセージの同期により(reservation synchronization message)、 ルーム
アップグレードがSynXis CRSで上書きされ、これにより、CRS内の予約は

間違って、ルームアップグレードを削除してアップデートされていました。
リリース後 上記の誤った処理は解決されました。

• IDeaS 2Wayインターフェース -グループブロック
• 6.14.1 リリース後、SynXis CRSからIDeaSへのインターフェースは以下を含
みます。 :

- Room Arrival Counts

- Room Departure Counts 

- Rooms Revenue 
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ヘルプページ

各機能の詳細情報が英語で確認できます。
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トレーニングへのご参加ありがとうございました！
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www.sabrehospitality.com/trainingでは、様々なトレーニングセッション
を提供しています。是非ご利用ください。

トレーニング後、オンラインアンケートへのご協力をお願いいたします。

http://www.synxis.com/training

